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第四章古墳時代

な
か
ま
る
み
つ
い
し

砲
中
丸
・
三
シ
石
古
墳

所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
中
丸
六
二
九
番
地
ほ
か

中丸古墳位置図と土師器・須恵器散布地点
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中丸・三シ石古墳分布図

中丸・三シ石古墳遠望
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第四章古墳時代

位
置
と
立
地
茶
畑
中
丸
地
区
は
、
富
士
山
の
溶
岩
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
、
平
坦
部
分
は
田
や
畑
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
、
大
部
分
は
住
宅
地

と
な
っ
て
い
る
。
中
丸
古
墳
は
、
〉
）
の
溶
岩
流
の
露
出
し
た
台
状
の
地
形
と
そ
れ

に
続
く
斜
面
に
、
三
基
ほ
ど
連
続
し
て
存
在
し
て
い
た
。
三
ヅ
石
古
墳
は
、
中
丸

古
墳
の
東
一
○
○
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
。

発
見
と
調
査
中
丸
・
三
シ
石
古
墳
は
、
古
く
か
ら
土
地
の
人
々
に
「
塚
」
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
中
丸
古
墳
の
う
ち
中
央
の
一
基
は
「
宮
方
塚
」
と
い
わ
れ
、

石
室
の
上
に
一
石
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
の
初
め
頃
、
静
岡
県
史
編

さ
ん
の
た
め
確
認
調
査
が
行
わ
れ
、
本
古
墳
は
南
か
ら
一
号
墳
、
二
号
墳
（
宮
方

塚
）
、
三
号
墳
、
三
ヅ
石
古
墳
と
さ
れ
、
県
史
第
一
巻
に
記
載
さ
れ
た
。

遺
構
県
史
第
一
巻
に
よ
る
と
、
一
号
墳
は
、
中
央
の
二
号
墳
の
南
一
四
’
一

五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
年
（
元
一
六
）
二
月
頃
、
開
墾
の
た
め
破

壊
さ
れ
消
滅
し
た
。
そ
の
時
、
地
面
の
下
に
溶
岩
の
割
石
で
組
ん
だ
長
さ
四
・
七

ｍ
、
幅
一
・
二
’
三
ｍ
、
深
さ
○
・
六
ｍ
の
長
方
形
の
石
室
が
あ
り
、
天
井
石
に

は
凝
灰
岩
を
用
い
て
あ
っ
た
。
石
室
の
な
か
に
は
へ
ぎ
石
で
組
ん
だ
、
組
合
式
石

棺
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
二
号
墳
は
墳
丘
は
な
く
、
石
室
が
露
出
し
、
天
井
石
の
上

に
「
宮
方
」
と
刻
ん
だ
一
石
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
現
状
で
の
石
室
の
長

さ
は
約
五
・
五
ｍ
、
幅
約
一
・
五
ｍ
あ
り
、
内
部
は
不
明
で
あ
る
。
三
号
墳
は
、

二
号
墳
の
北
約
二
○
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
一
号
墳
と
同
じ
く
、
昭
和
三
年

（
元
一
六
）
二
月
頃
、
開
墾
の
た
め
破
壊
さ
れ
消
滅
し
た
。
そ
の
時
、
地
下
○
・

六
ｍ
の
と
こ
ろ
に
、
溶
岩
の
割
石
で
組
ん
だ
長
さ
四
・
二
八
ｍ
、
幅
一
・
五
二
ｍ
、

両
端
幅
一
・
二
ｍ
、
深
さ
約
○
・
七
五
ｍ
の
長
方
形
胴
張
り
の
石
室
が
あ
り
、
そ

の
中
央
に
結
晶
片
岩
を
薄
く
割
っ
て
組
合
わ
せ
た
、
長
さ
一
・
九
二
ｍ
、
幅
約

○
・
五
ｍ
、
深
さ
約
○
・
三
ｍ
の
石
棺
が
あ
り
、
蓋
に
一
○
枚
の
同
岩
の
板
状
の

も
の
を
、
瓦
を
ふ
い
た
よ
う
に
乗
せ
て
あ
っ
た
と
す
る
。
三
号
墳
に
は
、
石
室
の

天
井
石
が
一
枚
も
な
か
っ
た
の
で
、
古
く
発
掘
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い

う
。
三
シ
石
古
墳
は
、
石
室
の
石
材
だ
け
大
き
な
も
の
が
三
個
ほ
ど
残
っ
て
い
た

の
で
、
か
な
り
以
前
に
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
な
お
芹
沢
充
寛
は

中
丸
古
墳
周
辺
を
踏
査
し
、
中
丸
古
墳
東
方
の
台
上
に
、
溶
岩
の
割
石
を
用
い
て

地
表
に
「
塚
」
を
築
き
、
長
さ
四
ｍ
、
幅
二
・
五
ｍ
、
高
さ
一
・
五
ｍ
、
頂
上
部

に
石
灯
籠
ら
し
い
も
の
が
置
か
れ
、
そ
の
周
り
に
「
へ
ぎ
石
」
が
掘
り
出
さ
れ
て

あ
っ
た
と
す
る
。

ひ
ら
ぺ
い
は
そ
う

遺
物
県
史
第
一
巻
に
よ
る
と
、
一
号
墳
か
ら
須
恵
器
の
平
瓶
二
個
、
恥
二
個
、

刀
身
の
残
片
が
出
土
し
、
三
号
墳
か
ら
は
同
じ
く
坏
破
片
と
刀
子
の
残
片
が
出
土

し
た
と
す
る
。
図
は
、
中
丸
古
墳
出
土
の
須
恵
器
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
１
．
２
は
平
瓶
、
３
は
雌
、
５
は
坏
身
で
あ
る
。
４
．
６
は
甕
の
破
片

で
、
６
は
そ
の
口
縁
を
図
上
で
復
原
し
た
。
共
に
焼
き
が
あ
ま
く
軟
質
で
あ
る
。

古
墳
時
代
後
期
の
七
世
紀
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
一
’
三
号
墳
は
南
北
に
並
び
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
築
造
さ
れ
た
後

期
古
墳
群
の
一
つ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
位
置
図
は
、
中
丸
古
墳
群
を
中
心
と
し
て
、

ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
須
恵
器
、
土
師
器
片
の
散
布
す
る
地
点
を
示
し
た
も
の
で
、
北

は
茶
畑
一
帯
か
ら
南
は
麦
塚
ま
で
広
い
範
囲
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後

期
に
刊
行
さ
れ
た
「
駿
河
記
」
の
麦
塚
の
項
（
巻
三
三
の
駿
東
郡
之
三
）
に
よ
る

と
、
．
）
の
村
里
古
塚
多
し
、
座
頭
塚
と
あ
り
」
、
ま
た
茶
畑
の
項
に
は
、
「
十
三
塚

茶
畑
平
松
の
界
に
あ
り
。
（
中
略
）
大
小
の
塚
二
つ
あ
り
。
小
塚
は
先
年
里
人
塚

あ
ば
き
い
し
ひ
つ

ふ
た

ぱ
か

を
発
し
に
、
石
櫃
に
片
石
の
蓋
あ
り
。
内
に
朽
骨
計
り
に
て
分
明
な
ら
ず
。
ま
た
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第四章古墳時代
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３

5

中丸古墳出土須恵器

す
べ

た
た
り

元
の
如
く
埋
置
し
と
云
。
（
中
略
）
総
て
不
浄
の
者
あ
た
り
へ
行
ば
必
崇
を
な
す

と
て
里
人
恐
れ
あ
え
り
。
又
俗
に
座
頭
塚
と
云
・
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
茶
畑
の

十
三
塚
は
『
公
図
の
上
で
は
平
松
の
裾
野
駅
東
側
か
ら
南
の
八
幡
神
社
と
西
南
側

の
佐
野
原
神
社
を
含
め
た
と
一
｝
ろ
で
、
「
駿
河
記
」
で
は
、
建
武
二
年
（
三
三
一

二
月
一
二
日
、
足
柄
、
竹
之
下
合
戦
の
新
田
軍
戦
死
者
の
地
と
し
て
い
る
が
、
記

事
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
後
期
古
墳
ら
し
く
思
え
る
。
な
お
佐
野
、
平
松
地
区

の
公
図
小
字
名
に
は
、
盤
若
塚
、
供
養
塚
な
ど
古
墳
の
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
が

あ
る
。
明
治
二
○
年
（
六
名
）
、
東
海
道
線
及
び
佐
野
駅
の
建
設
工
事
に
よ
っ
て
、

多
く
の
古
墳
が
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
。
以
上
の
ゞ
）
と
か
ら
、
茶
畑
を
中
心
と
し
て
、

少
な
く
と
も
十
数
基
の
後
期
古
墳
が
群
と
し
て
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な

お
、
茶
畑
天
理
教
会
敷
地
出
土
の
土
師
器
に
は
、
墨
書
土
器
が
あ
っ
た
と
い
う
。

茶
畑
は
古
代
足
柄
路
の
通
過
地
点
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
上
原
遺
跡
と
同
じ
よ

う
な
交
通
路
に
か
か
わ
る
集
落
跡
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

現
状
畑
地
、
山
林
で
あ
っ
た
が
、
大
部
分
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
「
静
岡
県
史
第
一
巻
」
静
岡
県
庁
一
九
三
○
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第四章古墳時代

53

や
な
ぎ
ば
た

柳
畑
遺
跡所

在
地
裾
野
市
佐
野
字
柳
畑
七
八
四
番
地

位置図

わらび手刀出土地
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位
置
と
立
地
裾
野
市
街
地
の
や
や
北
寄
り
中
央
部
に
位
置
す
る
。
西
側
を
黄

瀬
川
の
支
流
小
柄
沢
川
が
流
れ
、
北
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
ゆ
る
い
傾
斜
を
な
す
平

坦
地
に
あ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
二
四
年
（
元
究
）
頃
、
当
時
の
金
子
製
作
所
が
工
場
敷
地

の
造
成
工
事
中
、
地
下
約
三
尺
（
約
九
○
四
の
と
ゞ
）
ろ
か
ら
、
わ
ら
び
手
刀
が

茶
色
の
土
器
と
共
に
出
土
し
た
と
い
う
。

遺
物
出
土
し
た
わ
ら
び
手
刀
の
現
長
は
二
九
・
二
四
刃
部
長
さ
一
八
四

刃
先
は
欠
損
し
て
い
る
。
刃
重
ね
約
○
・
五
叫
柄
長
さ
約
一
○
皿
柄
頭
は
湾

お
か
ん

曲
し
、
先
端
部
に
銅
製
の
下
げ
緒
鎧
が
あ
る
。
腐
食
著
し
く
わ
ず
か
に
原
形
を
保

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
・
腐
食
状
況
か
ら
み
て
、
折
り
返
し
鍛
え
の
板
目
肌
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
柄
頭
の
特
徴
か
ら
わ
ら
び
手
刀
で
あ
る
。
伴
出
遺
物
が

不
明
で
あ
る
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
古
墳
時
代
後
半
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

遺
跡
の
特
徴
裾
野
市
内
の
わ
ら
び
手
刀
出
土
地
と
し
て
、
須
山
滝
ノ
沢
と
共

に
注
目
し
て
よ
い
遺
跡
で
あ
る
。

現
状
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
渡
辺
徳
逸
「
蕨
手
刀
の
出
土
状
況
」
裾
野
郷
土
研
究
第
８
号
裾
野

郷
土
研
究
会
一
九
七
七

５
１

１ｎＣ
ｌ

Ｏｌ０
１

柳畑遺跡出土わらび手刀実測図・写真
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第四章古墳時代

54

た
き
の
さ
わ

滝
ノ
沢
遺
跡所

在
地
裾
野
市
須
山
字
滝
ノ
沢

位置図

位
置
と
立
地
愛
朧
山
の
位
牌
岳
か
ら
北
東
に
延
び
た
尾
根
の
『
海
抜
六
五
○

ｍ
付
近
で
南
東
に
突
き
出
た
鞍
部
頂
上
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
地
点
の

下
の
麓
付
近
の
平
地
に
は
、
奈
良
時
代
の
土
器
片
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
三
一
年
（
元
癸
）
六
月
、
須
山
九
七
’
一
番
地
の
根
上
喜

作
が
、
杉
ア
ラ
ク
に
播
い
た
陸
稲
の
耕
作
中
、
鋤
の
刃
先
に
わ
ら
び
手
刀
が
当
た

っ
た
た
め
、
引
き
出
し
た
も
の
で
、
地
下
一
○
ｍ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
、
直
に
突

き
刺
さ
っ
て
い
た
と
す
る
。
鋤
の
刃
は
、
ち
ょ
う
ど
刀
の
柄
の
先
端
に
当
た
っ
た

と
い
う
。
昭
和
三
二
年
（
元
老
）
三
月
、
日
本
大
学
教
授
軽
部
慈
恩
に
よ
っ
て
調

査
が
行
わ
れ
た
が
、
遺
構
・
遺
物
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

遺
物
出
土
し
た
わ
ら
び
手
刀
の
現
長
は
三
○
・
九
四
柄
長
さ
九
・
四
四

お
か
ん

柄
頭
は
湾
曲
し
て
先
端
に
銅
製
の
下
げ
緒
鎧
が
あ
り
、
鎧
中
央
の
緒
を
通
す
管
は

銀
製
で
あ
る
。
刀
身
は
鞘
に
納
ま
っ
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
。
全
体
は
腐
食
が

著
し
い
が
、
奈
良
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
で
保
存
処
理
を
施
し
て
あ
る
。
形
態
か

ら
み
て
「
わ
ら
び
手
刀
」
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
古
墳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。
も
し
古
墳
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
古
墳
時
代
後
半
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
状
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
渡
辺
徳
逸
「
滝
沢
古
墳
」
須
山
地
方
の
古
代
一
九
七
六
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滝ノ沢遺跡出土わらび手刀実測図

滝ノ沢遺跡出土わらび手刀
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第四章古墳時代

み
ず
く
ぼ
た
か
だ

弱
水
窪
高
田
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
水
窪
字
高
田
一
○
九
番
地

位置図

（

0

-I ５ CIn

）
－

水窪高田遺跡出土須恵器
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位
置
と
立
地
裾
野
市
南
部
の
水
窪
、
伊
豆
島
田
地
区
は
、
境
川
と
黄
瀬
川
の

間
に
ひ
ろ
が
る
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
な
す
平
坦
地
で
あ
る
が
、
旧
黄
瀬
川
か
ら

枝
分
か
れ
し
た
川
の
形
成
し
た
数
本
の
南
北
に
走
る
凹
地
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一

本
は
久
保
田
川
用
水
と
な
り
、
水
田
と
畑
が
入
り
混
じ
っ
て
縞
状
を
な
し
て
い
る
。

須
恵
器
は
、
ゞ
）
の
久
保
田
川
の
凹
地
に
面
し
た
上
段
の
水
田
か
ら
出
土
し
た
と
い

弾
（
，
／
○

発
見
と
調
査
昭
和
二
八
年
（
五
三
）
五
月
、
富
士
特
設
道
路
（
旧
国
道
二
四

六
号
）
の
建
設
工
事
で
盛
土
を
す
る
た
め
、
ゞ
）
の
地
点
を
掘
削
中
、
須
恵
器
が
マ

サ
層
か
ら
同
質
の
破
片
、
木
炭
の
よ
う
な
も
の
と
共
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。

遺
物
出
土
し
た
須
恵
器
は
、
灰
青
色
を
な
し
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
頸
部
と

胴
部
の
一
部
に
灰
白
色
の
自
然
釉
が
あ
る
。
高
さ
一
三
・
六
叫
胴
部
径
一
○
・

六
皿
底
径
六
・
三
ｍ
の
切
高
台
。
長
径
壷
で
、
七
世
紀
後
半
の
も
の
と
思
わ
れ

フ
（
》
Ｏ

遺
跡
の
特
徴
ゞ
）
の
地
点
か
ら
南
の
長
泉
町
に
か
け
て
、
古
墳
時
代
後
半
の
小

円
墳
が
群
集
し
、
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る
。
後
期
小
円
墳
の
上
部
が
削
平
さ
れ

て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

現
状
水
田
で
一
部
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
渡
辺
慎
一
、
芹
沢
充
寛
「
水
窪
出
土
の
須
恵
質
土
器
」

（
用
語
解
説
）

す
え
つ
く

須
恵
器
五
世
紀
の
頃
、
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
陶
作
り
の
工
人
集
団
が
渡
来
し

す
え
む
ら

て
、
大
阪
府
南
河
内
郡
狭
山
町
の
陶
邑
古
窯
群
で
作
り
始
め
た
陶
質
の
焼
物
で
、

の
ぼ
り
が
ま

丘
陵
の
斜
面
に
造
ら
れ
た
登
窯
で
一
○
○
○
度
以
上
の
高
熱
で
焼
か
れ
た
た
め
、

硬
質
で
灰
青
色
を
し
て
お
り
、
叩
く
と
金
属
的
な
音
が
す
る
。
た
だ
釉
薬
が
掛
け

ら
れ
て
い
な
い
の
で
陶
器
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
製
作
に
は
ロ
ク
ロ
を
用
い
る
が
、

大
形
の
甕
は
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
て
形
を
つ
く
り
、
整
形
に
叩
き
し
め
る
の
で
、

内
外
面
に
平
行
、
む
し
ろ
状
、
格
子
目
、
同
心
円
、
渦
巻
状
の
叩
目
文
が
み
ら
れ

よ
こ
ぺ
い
は
そ
う
ひ
ら
か
さ
げ
ぺ
よ
り

る
。
器
形
に
は
、
高
坏
、
蓋
付
坏
、
長
頸
壺
、
横
会
、
瞳
、
平
会
、
提
瓶
、
怨
、

盤
、
鉢
、
皿
な
ど
の
ほ
か
大
小
の
壷
、
甕
が
あ
り
、
多
様
な
種
類
が
あ
る
。
須
恵

器
の
生
産
は
、
五
世
紀
の
後
半
か
ら
六
世
紀
に
入
る
と
、
大
阪
府
か
ら
三
重
県
、

愛
知
県
、
静
岡
県
の
西
部
や
島
根
県
の
出
雲
地
方
、
石
川
県
能
登
地
方
へ
広
が
り
、

七
世
紀
代
に
は
全
国
的
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
生
産
地
は
良
質
の

陶
土
を
産
す
る
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
い
る
。
須
恵
器
は
祭
祀
や
古
墳
に
埋
納
さ
れ

る
供
献
用
の
も
の
と
、
日
常
の
用
器
に
分
け
ら
れ
る
が
、
八
世
紀
に
入
っ
て
古
墳

の
衰
退
と
共
に
供
献
用
須
恵
器
の
生
産
は
低
下
し
、
代
わ
っ
て
日
常
用
具
の
坏
、

盤
、
皿
や
貯
蔵
用
の
大
形
壷
、
甕
が
量
産
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
八
世
紀
の
後

か
い
ゆ
う

半
に
な
っ
て
愛
知
県
濃
尾
平
野
の
東
部
で
、
灰
釉
陶
器
の
生
産
が
始
ま
る
と
須
恵

器
の
生
産
は
急
速
に
衰
え
、
一
○
世
紀
に
は
陶
器
に
入
れ
か
わ
る
。
茶
畑
中
丸
古

墳
出
土
の
須
恵
器
は
供
献
用
の
も
の
で
、
深
良
上
原
遺
跡
出
土
の
も
の
は
日
常
用

具
の
坏
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
市
内
遺
跡
出
土
の
須
恵
器
は
、
小
破
片
で
古
墳
の

も
の
か
日
常
用
具
の
も
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
も
の
が
多
い
。
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第四章古墳時代

56

じ
よ
う
た
ん

上
丹
古
墳

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
原
三
○
一
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番
地

位置図
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上丹古墳全景

（
注
）
伊
禮
正
雄
「
御
殿
場
地
方
の
中
世
城
趾
」
（
御
殿
場
市
史
研
究
１
御
殿
場

市
史
編
さ
ん
委
員
会
昭
五
○
）
に
よ
る
と
、
ゞ
三
は
深
良
川
の
迂
曲
部
を
利
用

し
た
大
森
氏
の
居
館
で
、
そ
の
士
塁
の
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
士
地
の
人
の
伝
承
で
は
、
〉
ご
｝
を
御
屋
敷
、
古
屋
敷
と
い
う
の
は
旧
勝
又
家
の

屋
敷
趾
で
、
こ
の
塚
は
、
昔
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
手
を
つ
け
る
と
「
た
た
り
」
が

あ
る
の
で
残
し
て
あ
る
と
い
う
。

位
置
と
立
地
本
古
墳
は
、
深
良
の
原
地
区
南
端
の
、
深
良
川
が
大
き
く
迂
曲

す
る
内
側
の
台
状
地
形
末
端
部
に
位
置
す
る
。

発
見
と
調
査
静
岡
県
史
第
一
巻
原
史
時
代
「
駿
東
郡
及
び
沼
津
市
の
遺

跡
」
の
項
に
よ
る
と
、
「
中
丸
の
北
約
四
・
三
粁
を
距
て
た
深
良
の
御
屋
敷
に
長
径

二
米
、
短
径
六
・
三
米
、
高
二
・
五
米
の
略
卵
形
を
な
せ
る
古
墳
が
あ
る
。
其

東
北
二
十
七
米
の
地
点
に
も
類
似
の
一
墳
が
あ
っ
た
が
、
今
は
除
去
さ
れ
て
ゐ

る
・
」
と
あ
っ
て
、
昭
和
五
年
（
一
空
ｅ
の
時
点
で
古
墳
の
存
在
を
報
告
し
て
い

ｚ
》
Ｏ

遺
構
平
成
三
年
（
一
究
一
）
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
た
め
実
測
調
査
を
し
た
結
果

で
は
、
現
存
の
墳
丘
は
長
径
九
・
八
ｍ
、
短
径
六
・
九
ｍ
、
高
さ
一
・
二
五
ｍ
あ

り
、
西
側
裾
部
が
用
水
路
で
削
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
卵
形
を
し
て
い
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
古
墳
は
、
裾
野
市
内
で
墳
丘
が
み
ら
れ
る
唯
一
の
古
墳
で
あ

る
。
古
墳
時
代
後
期
の
小
形
円
墳
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

現
状
墳
丘
の
頂
部
に
墓
碑
が
あ
り
、
こ
の
た
め
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で

あ
り
、
未
発
掘
と
思
わ
れ
る
。

文
献
「
静
岡
県
史
第
一
巻
」
静
岡
県
庁
一
九
三
○
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第四章古墳時代
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所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
道
場
山
七
六
○
番
地
ほ
か

位
置
と
立
地
縄
文
時
代
道
場
山
遺
跡
参
照

発
見
と
調
査
裾
野
市
道
場
山
遺
跡
調
査
概
報
に
よ
る
と
、
「
弥
生
式
土
器
と

須
恵
器
も
少
量
出
土
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

遺
物
縄
文
土
器
以
外
に
保
管
さ
れ
て
き
た
遺
物
は
、
図
の
よ
う
に
土
師
器
で

あ
る
。
１
は
、
図
の
上
で
復
原
し
た
も
の
で
、
胴
部
破
片
が
な
く
接
合
で
き
な
い
・

口
径
一
四
・
五
皿
高
さ
約
二
○
四
底
径
八
・
四
ｍ
の
甕
形
土
器
で
、
胎
土
に

多
量
の
粗
砂
粒
を
含
み
、
表
面
は
剥
離
し
て
い
る
が
、
芯
は
硬
く
焼
き
締
ま
る
。

口
縁
上
端
は
内
側
に
丸
く
折
り
返
し
、
口
縁
上
は
丸
く
盛
り
上
が
る
。
内
外
面
に

斜
、
横
方
向
の
荒
い
刷
毛
目
の
整
形
痕
が
あ
る
。
底
部
は
木
葉
底
で
あ
る
。
２
．

３
は
同
じ
形
態
の
坏
で
あ
る
。
胎
土
は
良
質
の
粘
土
で
、
灰
色
に
硬
く
焼
き
締
ま

る
。
ゞ
）
れ
は
発
掘
調
査
区
Ａ
Ｉ
Ⅵ
Ｉ
Ｃ
区
（
五
一
頁
参
照
）
か
ら
出
土
し
た
と
す

る
。
古
墳
時
代
後
半
、
七
世
紀
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
道
場
山
遺
跡
は
裾
野
市
内
の
代
表
的
な
縄
文
時
代
遺
跡
で
あ
る

が
、
伝
承
に
よ
る
と
古
墳
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
甕
形
土
器
は
住
居
趾

の
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

現
状
ほ
と
ん
ど
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
茶
畑
道
場
山
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
裾
野

市
教
育
委
員
会
一
九
七
六

57

ど
う
ば
や
ま

道
場
山
遺
跡

＝＝－

臺壽
l I
l l
J l

l J

1

０
１

lOc
l
、1

道場山遺跡出土土師器実測図
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第四章古墳時代

所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
屯
屋
敷

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
、
南
西
に
延
び
た
尾

根
の
末
端
の
丘
陵
上
に
位
置
し
て
い
た
。
（
縄
文
時
代
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡

参
照
）発
見
と
調
査
昭
和
四
八
年
（
一
毛
三
、
本
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代

遺
跡
と
さ
れ
て
い
た
が
土
師
器
が
表
面
採
集
さ
れ
て
お
り
、
重
複
し
た
遺
跡
で
あ

58
遺
物
図
の
１
は
、
口
縁
部
と
底
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
丸
底
増
形
土
器
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
横
と
斜
行
の
へ
ラ
に
よ
る
ナ
デ
整
形
痕
が
み
ら
れ
る
。
２

は
、
台
付
甕
形
土
器
の
台
部
破
片
で
、
細
か
い
刷
毛
目
の
整
形
痕
が
み
ら
れ
る
。

３
は
、
や
や
荒
い
刷
毛
目
痕
の
あ
る
土
器
片
で
あ
る
。
４
は
、
結
束
細
縄
文
帯
の

施
さ
れ
た
、
甕
形
土
器
の
肩
部
破
片
で
あ
る
。
５
１
８
は
、
底
部
の
破
片
で
、
う

ち
５
，
６
，
８
或
木
葉
氏
で
あ
る
。
７
は
、
刷
毛
目
痕
が
み
ら
れ
る
。
丸
底
の
増

ち
５
，
６
，
８
は
木
葉
底
で
あ
る
。
７
は
、
刷
毛
目
痕
が
み
ら
れ
る
。

形
土
器
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
式
の
土
師
器
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

遣
跡
の
特
徴
尾
根
末
端
の
平
坦
部
に
立
地
し
た
高
地
性
の
遺
跡
で
あ
る
が
、

集
落
跡
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。

現
状
裾
野
市
立
東
中
学
校
へ
通
ず
る
道
路
と
広
域
農
道
の
建
設
篭
土
取
王

に
よ
っ
て
、
丘
陵
の
大
半
は
消
滅
し
た
。

形
土
器
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
式
の
土
師
器
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

土
取
工
事

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

遺
物
図
の
１
は
、

て
ん
じ
ん
や
ま
と
ん
や
し
き

天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡

１
オ

2
？

1

7
8

屯屋敷遺跡出土土師器
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第四章古墳時代

59

く
も
み
よ
う
た
む
き

公
文
名
田
向
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
公
文
名
字
田
向
六
四
四
番
地

位置図

立地図

447



位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
の
西
麓
末
端
の
丘
陵
斜
面
、
公
文
名
字
田
向
に
位

置
す
る
。
公
文
名
光
明
寺
裏
山
の
東
側
は
袋
状
の
小
さ
な
入
谷
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
入
谷
に
面
し
た
東
側
の
丘
陵
斜
面
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
九
年
（
元
茜
）
頃
、
裾
野
市
立
東
中
学
校
生
徒
が
、
田

向
の
丘
陵
斜
面
か
ら
、
こ
の
土
器
を
発
見
し
た
と
い
う
。

遺
物
高
さ
一
二
四
口
径
二
一
・
五
皿
胴
最
大
径
一
二
・
三
四
底
径

五
・
五
ｍ
あ
り
、
小
形
甕
で
あ
る
。
胎
土
に
細
砂
を
含
み
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
九

単
位
前
後
の
櫛
歯
状
器
具
に
よ
る
、
密
な
整
形
痕
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
底
部
は

木
葉
底
で
あ
る
。
胎
土
、
焼
成
、
形
態
な
ど
か
ら
土
師
器
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
ゞ
）
の
土
器
だ
け
丘
陵
の
斜
面
か
ら
単
独
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う

だ
け
で
、
そ
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。

現
状
山
林
で
あ
る
。

《

_慧驚騒診一
,,?$ﾉ｡､ 差.ぷ ． T･鷲弘，い;去

鐙鑑塞ぎ'‘:雄轆‘
~毒?.；苛・ ･壷菅窪も"･号. .＞鞠

･ 嘩→－ ，．－ も．E号音一・ ~l

霊:琴､.ぐｶ ﾈ寒導､答'
: ;す李寺背‘､唯碁｡ .ﾐデ圭今
､寺弐 巴■ ■－ ． F 聖. -

.-,α腎縄皐鈩k津一乱;.- ‐
少

､．:F亜みち. 息、 ′ぷきF--
…｡, ;． i静′

０
１

lOc”
’

公文名田向遺跡出土土師器実測図・写真
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第四章古墳時代

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
城
ヶ
尾
三
八
○
五
番
地
ほ
か

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
箱
根
西
側
外
輪
山
で
あ
る
湖
尻
峠
、
三
国
山
、
山

伏
峠
の
傾
斜
の
緩
や
か
な
山
麓
末
端
の
、
海
抜
二
六
九
・
六
ｍ
の
丘
陵
上
に
あ
る
。

（
縄
文
時
代
城
ヶ
尾
遺
跡
参
照
）

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
、
昭
和
五
二
年
（
元
老
）
、
裾
野
市
立
深
良
中
学
校
が

城
ケ
尾
に
移
転
建
設
さ
れ
る
￥
）
と
に
な
り
、
建
設
に
先
立
っ
て
予
備
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
調
査
は
、
南
地
区
と
北
地
区

に
調
査
区
を
設
定
し
、
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
た
が
、
古
墳
時
代
の
遺
構
・
遺
物

は
、
南
調
査
区
の
Ａ
ｌ
ｈ
区
を
中
心
に
検
出
さ
れ
た
。

層
序
と
遺
構
石
囲
い
炉
が
Ａ
ｌ
ｈ
区
土
塁
に
近
い
位
置
か
ら
検
出
さ
れ
た
．

調
査
区
全
体
が
す
で
に
攪
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
遺
構
は
茶
色
土
居
下
部
か
ら
構
築

時
の
状
態
で
発
見
さ
れ
、
炉
趾
は
、
四
五
ｍ
×
三
五
ｍ
の
大
き
さ
で
、
安
山
岩
質

の
板
状
の
四
個
の
石
を
．
の
字
形
に
組
み
合
わ
せ
て
あ
っ
た
。
炉
石
は
、
検
出
面

よ
り
高
さ
一
五
叩
あ
り
、
一
五
個
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
炉
石
内
側
は
赤
褐
色
の

焼
痕
が
あ
り
、
長
期
間
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
炉
祉
の
周
辺
か
ら
土
師
器
、
須

恵
器
が
十
数
片
出
土
し
た
。
Ａ
土
坑
は
、
Ａ
ｈ
区
の
炉
祉
か
ら
北
側
二
・
二
ｍ

の
位
置
に
検
出
さ
れ
た
。
平
面
形
は
楕
円
形
で
『
長
径
一
六
○
ｍ
×
短
径
二
三

ｍ
あ
り
、
検
出
面
か
ら
深
さ
は
三
四
ｍ
あ
っ
た
。
覆
土
は
、
一
層
は
黒
褐
色
土
で
、

ス
コ
リ
ア
を
多
量
に
含
み
、
二
層
は
茶
褐
色
で
砂
粒
を
含
ま
ず
、
断
面
は
皿
状
を

呈
し
、
覆
土
は
レ
ン
ズ
状
に
堆
積
し
て
い
た
。
遺
物
は
木
葉
底
の
土
師
器
が
土
坑

底
部
か
ら
平
状
に
出
土
し
、
そ
の
他
土
師
器
、
須
恵
器
片
が
四
片
出
土
し
た
。
Ｂ

60

じ
よ
う
が
お

城
ヶ
尾
遺
跡

士
坑
は
、
Ａ
ｌ
ｈ
区
北
側
二
・
八
ｍ
の
位
置
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
長
径
一
三
二

ｍ
×
短
径
一
○
六
哩
深
さ
は
検
出
面
か
ら
四
○
ｍ
あ
り
、
楕
円
形
で
断
面
皿
状

の
底
部
は
、
さ
ら
に
柱
穴
状
に
掘
り
〉
｝
ま
れ
て
い
た
。
覆
土
の
一
層
は
黒
褐
色
土

で
小
石
を
多
量
に
含
み
、
二
層
は
茶
褐
色
土
で
小
石
を
含
ま
ず
粘
性
が
あ
り
、
三

層
は
茶
褐
色
土
で
若
干
の
小
石
粒
を
含
ん
で
お
り
、
覆
土
は
レ
ン
ズ
状
に
堆
積
し

て
い
た
。
遺
物
は
、
覆
土
の
二
層
か
ら
土
師
器
が
流
入
し
た
状
態
で
出
土
し
た
。

遺
物
出
土
し
た
遺
物
は
、
須
恵
器
三
五
点
『
土
師
器
一
○
六
点
、
陶
磁
器
片

八
点
、
計
一
四
九
点
で
あ
る
。
遺
跡
は
攪
乱
さ
れ
て
お
り
大
半
は
浮
い
た
状
態
で

出
土
し
た
。
遺
物
は
、
炉
祉
、
土
坑
が
検
出
さ
れ
た
Ａ
ｈ
区
に
集
中
し
、
Ⅱ
層

の
茶
色
土
居
か
ら
の
出
土
と
思
わ
れ
る
。
須
恵
器
の
長
頸
壺
が
二
点
Ａ
ｌ
ｈ
区
か

ら
出
土
し
、
頚
部
直
径
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
五
四
五
・
三
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。

長
頸
部
か
ら
肩
部
に
か
け
て
黄
褐
色
の
自
然
釉
が
一
面
に
見
ら
れ
る
。
う
ち
一
点

は
内
面
に
条
線
が
施
さ
れ
、
灰
白
色
を
呈
し
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
壷
の
肩
部
一

点
が
見
ら
れ
る
が
、
直
径
一
四
・
五
ｍ
を
測
り
、
外
面
は
長
頸
部
と
同
様
に
自
然

釉
が
一
面
に
見
ら
れ
る
（
第
１
図
２
）
。

壺
口
縁
部
は
Ａ
ｈ
区
か
ら
出
土
し
、
外
面
に
ロ
ク
ロ
痕
が
あ
り
、
外
面
に
自

然
釉
が
見
ら
れ
る
。
口
縁
は
外
返
し
、
口
唇
部
は
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
て
い
る
。
ま

た
外
面
に
淡
緑
黄
色
の
釉
が
意
識
的
に
施
さ
れ
た
壷
も
出
土
し
、
内
面
は
灰
白
色
、

外
面
に
条
線
が
あ
り
、
釉
で
濃
淡
文
様
と
な
っ
て
い
る
。
蓋
の
縁
も
、
三
号
土
坑

上
部
か
ら
出
土
し
、
外
面
に
ロ
ク
ロ
痕
を
残
し
、
灰
白
色
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る

（
第
１
図
１
）
。

土
師
器
は
甕
形
土
器
の
口
縁
部
が
、
Ａ
ｌ
ｈ
区
か
ら
五
点
出
土
。
口
縁
部
は
外

返
し
、
緩
や
か
な
「
く
の
字
状
」
を
呈
す
る
。
う
ち
、
折
り
返
し
口
縁
が
あ
る
も
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の
四
点
で
胎
土
に
砂
粒
子
を
含
み
、
色
調
は
茶
褐
色
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
（
第

２
図
）
。

底
部
破
片
は
Ａ
ｌ
ｈ
区
六
号
土
坑
内
か
ら
二
点
出
土
し
、
木
葉
底
で
あ
る
。
焼

成
は
良
好
で
、
内
面
は
櫛
状
線
文
が
見
ら
れ
、
底
面
は
調
整
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
甕
形
土
器
の
底
部
一
点
が
Ａ
ｌ
ｈ
区
か
ら
出
土
し
た
が
器
形
は
不
明
で
あ

る
。
破
片
群
も
多
量
に
出
土
し
て
い
る
が
、
小
破
片
で
器
形
は
不
明
で
あ
る
。
大

半
は
内
面
に
櫛
状
線
文
と
調
整
痕
が
見
ら
れ
る
（
第
１
．
２
図
）
。

遺
跡
の
特
徴
Ａ
ｌ
ｈ
区
か
ら
検
出
さ
れ
た
炉
吐
と
土
坑
は
、
土
師
器
・
須
恵

器
の
出
土
状
況
か
ら
見
て
、
古
墳
時
代
の
遺
構
と
推
定
さ
れ
る
が
、
小
規
模
で
遺

物
量
も
少
な
く
、
一
時
期
、
祭
祀
的
な
目
的
で
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
状
裾
野
市
立
深
良
中
学
校
敷
地
と
な
り
、
完
全
に
消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
深
良
城
ヶ
尾
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾

野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
七
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第四章古墳時代
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61

カ
ラ
ウ
ト
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
カ
ラ
ウ
ト
ニ
九
五
番
地

位置図

位
置
と
立
地
富
士
山
東
南
麓
の
末
端
の
、
富
士
山
溶
岩
流
上
に
形
成
さ
れ
た

沖
積
平
坦
地
、
海
抜
約
一
二
七
ｍ
付
近
の
深
良
新
田
カ
ラ
ウ
ト
に
位
置
す
る
。
西

側
を
黄
瀬
川
が
流
れ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
に
、
芹
沢
充
寛
、
井
上
輝
夫
ら
が
踏
査
し
、
素

焼
無
文
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

遺
物
土
師
器
片
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
破
片
が
小
さ
い
た
め
時
期
は
不
明

で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
の
南
約
五
○
○
ｍ
の
と
こ
ろ
に
西
原
台
遺
跡
が
あ
り
、

古
代
足
柄
路
に
沿
っ
た
位
置
に
あ
る
た
め
、
松
葉
、
上
原
、
町
田
遺
跡
と
共
に
、

足
柄
路
に
関
連
の
あ
る
遺
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
状
水
田
と
畑
地
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
住
宅
地
化
し
て
い
る
。
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第四章古墳時代

62

な
か
の
し
ま

中
島
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
中
島
四
六
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範岡図
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中島遺跡遠望

位
置
と
立
地
遺
物
出
土
地
点
は
、
深
良
中
島
地
区
の
黄
瀬
川
河
岸
で
あ
る
。

黄
瀬
川
は
、
富
士
山
溶
岩
流
の
低
い
と
こ
ろ
を
浸
食
し
て
流
れ
る
が
、
河
道
の
変

遷
が
著
し
く
、
旧
河
道
跡
が
現
在
の
流
路
に
沿
っ
て
い
く
筋
か
み
ら
れ
る
。
中
島

は
、
ゞ
｝
う
し
た
現
在
の
流
路
と
東
側
の
旧
河
道
と
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
、
三
日
月

形
を
し
た
地
形
の
と
）
）
ろ
で
あ
り
、
遺
跡
は
、
こ
の
中
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

発
見
と
調
査
遺
物
は
、
昭
和
三
○
年
代
の
後
半
、
中
島
地
区
の
黄
瀬
川
護
岸

工
事
中
、
基
盤
の
富
士
山
溶
岩
流
の
上
に
堆
積
し
た
砂
礫
土
居
の
、
地
表
下
一
・

五
ｍ
の
と
ゞ
）
ろ
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
。

遺
物
図
の
１
は
、
甕
形
土
器
の
完
形
品
で
、
高
さ
三
○
四
口
径
二
一
・
四

四
胴
最
大
径
二
三
四
底
径
八
ｍ
あ
り
、
胎
土
は
良
質
な
粘
土
に
若
干
の
細
砂

が
混
じ
り
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
刷
毛
目
の
上
か
ら
へ
ラ
に
よ
る
斜
行
の
ナ
デ
整

形
が
み
ら
れ
る
。
木
葉
底
で
あ
る
。
２
は
坏
で
、
口
径
一
二
・
五
皿
高
さ
三
・

三
ｍ
あ
り
、
胎
士
は
、
良
質
な
粘
土
で
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
ロ
ク
ロ
製
作
で
、
底

は
へ
う
で
平
ら
に
整
形
す
る
。
１
．
２
と
も
七
世
紀
代
後
半
の
士
師
器
と
思
わ
れ

る
。

遺
跡
の
特
徴
裾
野
市
か
ら
沼
津
市
に
至
る
黄
瀬
川
の
河
岸
上
に
は
、
弥
生
時

代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
土
器
片
を
出
土
す
る
遺
跡
が
あ
る
が
、
中
島
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
性
格
は
不
明
で
あ
る
。

現
状
裾
野
長
泉
清
掃
施
設
組
合
裾
野
衛
生
プ
ラ
ン
ト
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
芹
沢
充
寛
「
深
良
新
田
中
之
島
遺
跡
」
裾
野
郷
土
研
究
第
３
号
裾

野
郷
士
研
究
会
一
九
六
八
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第四章古墳時代

二二

一一一

一

一
一
一
一
一
一

心一
一
一
一
一

ー

一
一
一
一
一
一
一

一
一

ミ
’
’
一
一
一
一

一

＝一一ﾉ

、
T＝一一一T＝一一一

｜

I ，／＝＝三

塗菫
－ー

一

ｒ

ｌ
／

』
、
一

』
坤壺
、
一

一
一
一
一
世
『

1

’

1

’

‘ 一
三
三

／ 一
三
三

／
ノ

〆

一
一
一
一

三二三＝＝

｜
｜
｜
｜
一
家

二
言
心
一

一
一
一
一
一
一
三
三
’
一

一
一
一
言
冒
一 ／ノ

ー

〃
’

縦

一一
圭
一
一
一
一

三
亦
烈
ゞ
，
一
一

一
一
一
燃
側
聯

／

妻妻

1

10cm{｝
１

Z

中島遺跡出土土師器実測図
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中島遺跡出土土師器
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第四章古墳時代

に
し
は
ら
だ
い

西
原
台
遺
跡

３６

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
西
原
台
一
六
○
五
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
箱
根
山
麓
と
愛
庶
山
麓
と
の
間
に
広
が
る
、
富
士
山
溶
岩
流
の

上
に
形
成
さ
れ
た
台
状
沖
積
地
の
末
端
部
、
西
原
台
の
海
抜
一
二
○
ｍ
付
近
に
位

置
す
る
。
台
状
地
形
の
末
端
は
、
か
な
り
急
な
傾
斜
を
な
し
、
南
下
の
水
田
平
坦

面
に
対
し
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
に
、
芹
沢
充
寛
、
井
上
輝
夫
ら
が
踏
査
し
、
素

焼
無
文
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

遺
物
土
師
器
片
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
破
片
が
小
さ
い
た
め
時
期
は
不
明

で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
か
ら
南
約
五
○
○
ｍ
の
と
こ
ろ
に
、
松
葉
遺
跡
が
あ
り
、

古
代
足
柄
路
に
沿
っ
た
位
置
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
遺
跡
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
状
住
宅
地
、
神
社
境
内
な
ど
の
ほ
か
は
、
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。
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64

ま
つ
ば
松
葉
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
松
葉
一
八
七
二
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
西
方
に
延
び
た
尾
根
末
端
が
、
山

麓
を
流
れ
る
泉
川
で
切
り
は
な
さ
れ
て
、
通
称
高
雄
山
と
い
う
独
立
し
た
丘
陵
を

形
成
し
て
い
る
が
、
本
遺
跡
は
、
こ
の
丘
陵
の
西
裾
の
平
坦
地
、
海
抜
二
○
○
ｍ

付
近
に
位
置
し
、
南
北
に
帯
状
に
広
が
っ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
に
、
芹
沢
充
寛
、
井
上
輝
夫
ら
が
踏
査
し
、
素

焼
無
文
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

遺
物
土
師
器
片
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
破
片
が
小
さ
い
た
め
時
期
は
不
明

で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
か
ら
南
約
五
○
○
ｍ
の
と
こ
ろ
に
、
墨
書
土
器
を
出
土

し
た
上
原
遺
跡
が
あ
り
、
古
代
足
柄
路
に
沿
っ
た
位
置
に
あ
る
た
め
、
こ
の
通
路

に
関
連
す
る
遺
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
状
大
部
分
は
畑
地
で
あ
る
が
、
一
部
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
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第四章古墳時代

65

ま
ち
だ
町
田
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
町
田
二
五
○
九
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
箱
根
山
麓
と
愛
謄
山
麓
と
の
間
に
広
が
る
、
富
士
山
溶
岩
流
の

上
に
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
坦
地
の
深
良
町
田
、
海
抜
約
一
七
○
ｍ
付
近
に
位
置
す

る
。
ゞ
）
の
地
区
は
、
舌
状
の
微
高
地
が
南
北
に
連
続
し
、
本
遺
跡
は
、
そ
う
し
た

微
高
地
上
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
に
、
芹
沢
充
寛
、
井
上
輝
夫
ら
が
踏
査
し
、
素

焼
無
文
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

遺
物
土
師
器
片
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
破
片
が
小
さ
い
た
め
時
期
は
不
明

で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
墨
書
土
器
を
出
土
し
た
上
原
遺
跡
の
南
約
五
○
○
ｍ
の
と
こ
ろ

に
位
置
し
、
北
の
松
葉
遺
跡
と
共
に
、
古
代
足
柄
路
に
関
連
す
る
遺
跡
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
状
畑
地
と
水
田
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
。
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66

ご
り
ゆ
う
た
き
う
え

五
竜
の
滝
上
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
石
脇
五
竜
の
滝
上
八
一
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
黄
瀬
川
と
そ
の
上
流
の
石
脇
佐
野
堰
で
枝
分
か
れ
し
た
、
大
柄

沢
川
と
の
間
に
形
成
さ
れ
た
台
状
地
形
の
末
端
、
海
抜
約
一
四
三
ｍ
付
近
の
五
竜

の
滝
上
に
位
置
す
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
に
、
芹
沢
充
寛
、
井
上
輝
夫
ら
が
踏
査
し
、
素

焼
無
文
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

遺
物
土
師
器
片
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
破
片
が
小
さ
い
た
め
時
期
は
不
明

で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
北
方
の
中
島
遺
跡
と
共
に
、
黄
瀬
川
河
岸
の
古
墳
時
代
遺
跡
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
状
畑
地
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
住
宅
地
化
し
て
い
る
。
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第四章古墳時代

67

ほ
そ
や
ま
し
た

細
山
下
遺
跡所

在
地
裾
野
市
富
沢
字
細
山
五
五
四
番
地
付
近

位置図

遺跡範囲図
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薯

鑓

1

細山下遺跡遠望

位
置
と
立
地
愛
麿
山
の
池
ノ
平
か
ら
富
沢
集
落
に
向
か
っ
て
延
び
る
尾
根
は
、

稜
部
に
広
い
平
坦
面
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
末
端
近
く
の
富
沢
細
山
地
区

の
海
抜
一
六
○
ｍ
の
と
〉
）
ろ
で
、
東
名
高
速
道
路
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
切
断
部
の
西
側
は
、
か
な
り
急
斜
面
と
な
っ
て
沢
谷
に
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、

遺
物
の
出
土
地
点
は
、
こ
の
斜
面
で
あ
っ
た
と
す
る
。

発
見
と
調
査
遺
物
は
、
昭
和
四
四
年
（
完
売
）
頃
、
東
名
高
速
道
路
の
建
設

工
事
中
に
、
排
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。

遺
物
須
恵
器
の
胴
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
破
片
で
、
現
存
の
高
さ
約
三
一
面
、

胴
部
最
大
径
三
四
ｍ
あ
り
、
灰
色
で
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
表
面
は
九
単
位
前
後
の

櫛
歯
状
器
具
に
よ
る
整
形
痕
が
あ
り
、
裏
面
に
は
渦
状
痕
が
み
ら
れ
る
。
古
墳
時

代
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
古
墳
の
存
在
を
思
わ
せ
る
が
明
ら
か
で
な
い
・

現
状
山
林
と
一
部
は
東
名
高
速
道
路
の
路
線
敷
と
な
っ
て
い
る
。
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第四章古墳時代
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細山下遺跡出土須恵器実測図

細山下遺跡出土須恵器
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68

所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
下
条
五
七
○
番
地
ほ
か

位
置
と
立
地
縄
文
時
代
下
条
遺
跡
参
照

発
見
と
調
査
右
同
項
参
照
本
地
区
か
ら
は
、
縄
文
時
代
の
遺
物
を
伴
出
し

て
、
土
師
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。

遺
物
す
べ
て
採
集
遺
物
で
あ
る
。
第
１
図
１
は
、
口
径
九
・
七
四
高
さ
一

六
・
六
四
胴
径
一
五
・
三
皿
底
径
五
・
三
ｍ
の
広
口
小
形
壷
で
、
胎
土
に
白

色
石
粒
を
含
み
、
よ
く
焼
き
締
ま
る
。
明
赤
褐
色
で
無
文
で
あ
る
。
２
は
、
胴
径

二
五
・
六
皿
残
存
の
高
さ
約
一
九
皿
底
径
九
・
八
叫
壺
形
土
器
で
、
胎
土

に
黒
色
の
石
粒
を
含
み
、
や
や
砂
目
が
多
い
。
明
黄
褐
色
で
無
文
で
あ
る
。
底
部

近
く
に
薄
い
刷
毛
目
痕
が
み
ら
れ
る
。
木
葉
底
で
あ
る
。
３
１
９
は
、
無
文
で
壺

形
土
器
破
片
で
あ
ろ
う
。
４
．
５
は
、
表
面
は
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
８
は
へ

う
状
器
具
に
よ
る
整
形
痕
が
顕
著
で
、
赤
色
塗
料
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
に

は
九
単
位
の
櫛
歯
状
器
具
に
よ
る
整
形
痕
が
あ
る
。
第
２
図
１
は
、
復
原
の
口
径

一
三
ｍ
の
壺
形
土
器
の
口
縁
部
で
、
胎
土
に
若
干
の
砂
目
を
含
み
、
よ
く
焼
き
締

ま
る
。
口
縁
部
内
側
に
九
単
位
前
後
の
横
走
す
る
櫛
目
状
痕
と
、
外
面
に
横
ナ
デ

の
痕
が
あ
り
、
頸
部
に
も
櫛
目
状
整
形
痕
が
あ
る
。
２
は
、
胎
士
に
や
や
砂
目
が

あ
り
、
石
粒
を
含
む
。
肩
部
に
縄
文
帯
を
め
ぐ
ら
す
。
壺
形
土
器
片
と
思
わ
れ
る
。

４
は
、
壺
形
土
器
の
口
縁
頚
部
破
片
で
、
２
の
個
体
と
同
じ
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

３
は
、
Ｓ
字
状
口
縁
を
し
た
破
片
で
、
胎
土
に
細
か
い
白
色
石
粒
を
多
量
に
含
み
、

薄
手
で
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
灰
白
色
を
呈
し
、
外
面
に
斜
行
の
刷
毛
目
痕
が
顕
著

に
み
ら
れ
る
。
３
１
１
１
６
ま
で
は
、
３
と
同
一
の
性
質
の
土
器
片
で
あ
る
が
、

し
も
ん
じ
よ
う

下
条
遺
跡

同
じ
個
体
で
は
な
い
ら
し
い
。
３
１
６
は
、
台
付
の
底
部
で
あ
る
。
３
を
復
原
す

る
と
、
３
１
６
の
台
部
の
つ
い
た
甕
形
土
器
に
な
る
。
５
は
、
復
原
の
口
径
三
一

ｍ
の
小
形
甕
の
口
縁
部
分
で
、
刷
毛
目
が
顕
著
で
あ
る
。
６
は
、
口
径
五
・
八
皿

高
さ
四
・
五
ｍ
の
手
》
）
ね
と
思
わ
れ
る
坏
で
あ
る
。
７
１
９
は
、
台
付
甕
形
土
器

の
底
部
で
あ
る
。
第
３
図
１
は
、
口
径
一
二
・
七
四
高
さ
六
・
四
皿
底
径

五
・
四
ｍ
の
鉢
形
土
器
で
、
復
原
し
て
あ
る
。
胎
士
は
良
質
の
粘
土
で
、
よ
く
焼

き
締
ま
る
。
内
外
面
と
も
研
磨
さ
れ
る
が
、
若
干
の
刷
毛
状
整
形
痕
が
み
え
る
。

す
す

外
面
に
煤
状
の
も
の
が
付
着
し
黒
斑
と
な
っ
て
い
る
。
２
．
３
．
５
は
、
高
坏
の

脚
部
破
片
で
、
装
飾
に
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
胎
士
に
少
量
の
白
色
石
粒
を
含

む
が
良
質
の
粘
土
で
、
よ
く
焼
き
締
ま
り
、
へ
ラ
に
よ
る
縦
方
向
の
整
形
痕
が
あ

る
。
３
は
、
高
さ
六
・
五
四
底
径
一
○
皿
孔
の
径
一
皿
赤
色
で
あ
る
。
４

は
、
小
形
高
坏
の
坏
部
で
、
口
径
七
四
坏
部
高
さ
二
叩
５
は
、
３
と
同
形
、

同
質
で
あ
る
。
６
１
ｕ
ま
で
は
、
底
部
破
片
で
、
器
形
の
判
断
は
難
し
く
、
壷
か

甕
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ｕ
の
底
面
に
は
、
ヘ
ラ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ

る
花
状
文
か
波
状
文
ら
し
き
文
様
が
あ
る
。
す
。
へ
て
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
部
に
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
の
伝
統
も
残
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
の
初
め
頃
、

四
世
紀
代
の
土
師
器
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
縄
文
時
代
遺
跡
と
重
複
し
て
い
る
が
、
時
間
的
な
隔
た
り
が
大

き
い
。
土
器
片
は
壺
、
甕
、
台
付
甕
、
有
孔
脚
高
坏
、
鉢
、
小
形
坏
な
ど
組
合
わ

さ
っ
て
お
り
、
裾
野
市
内
の
古
墳
時
代
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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第四章古墳時代
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第四章古墳時代
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第四章古墳時代

図版2下条遺跡出土土師器

（
用
語
解
説
）

土
師
器
四
世
紀
頃
か
ら
二
世
紀
頃
ま
で
作
ら
れ
た
素
焼
の
土
器
を
い
う
。

土
師
器
は
、
弥
生
土
器
の
最
後
の
土
器
か
ら
移
り
変
わ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
境
目

の
区
別
は
難
し
い
。
公
文
名
屯
屋
敷
遺
跡
、
葛
山
一
色
原
遺
跡
出
土
の
土
師
器
は

富
沢
原
遺
跡
出
土
の
弥
生
土
器
の
直
後
の
土
器
で
、
お
互
い
に
共
通
す
る
点
が
多

い
が
、
士
師
器
特
有
の
小
形
丸
底
土
器
を
伴
っ
て
い
る
の
で
、
土
師
器
の
仲
間
に

入
れ
た
。
日
常
の
用
器
、
祭
器
と
し
て
使
用
さ
れ
、
住
居
に
「
か
ま
ど
」
を
も
つ

こ
し
き

よ
う
に
な
る
と
炊
飯
具
と
し
て
の
甑
形
土
器
を
発
達
さ
せ
た
。
五
世
紀
以
後
の
土

な
べ

師
器
に
は
、
大
小
の
壷
、
甕
の
ほ
か
、
台
付
の
高
坏
、
坏
、
皿
、
鉢
、
碗
、
渦
、

釜
、
か
ま
ど
ま
で
作
ら
れ
多
様
化
す
る
。
こ
の
な
か
で
坏
の
作
り
と
、
形
態
の
移

り
変
わ
り
に
よ
っ
て
時
代
区
分
の
目
安
を
た
て
て
い
る
。
六
・
七
世
紀
に
な
る
と
、

須
恵
器
と
併
用
さ
れ
、
遺
跡
か
ら
両
方
伴
っ
て
出
土
す
る
例
が
多
く
な
る
。
こ
の

土
師
器
に
墨
字
の
書
か
れ
た
も
の
を
、
特
に
墨
書
士
器
と
呼
ん
で
い
る
。
墨
書
土

器
は
、
官
庁
、
寺
院
な
ど
の
所
属
や
所
有
者
、
使
用
目
的
な
ど
の
表
示
を
し
た
も

の
で
竜
官
庁
跡
、
寺
院
跡
や
、
そ
の
周
辺
の
集
落
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る
ゞ
｝
と
が

多
い
。
深
良
上
原
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
は
、
官
道
で
あ
る
足
柄
路
の
通
過
地
点

を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
一
色
原
二
○
四
番
地
ほ
か

位
置
と
立
地
縄
文
時
代
一
色
原
遺
跡
参
照

発
見
と
調
査
右
同
項
参
照

遺
物
ほ
ぼ
同
一
の
地
点
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
す
る
第
１
図
１
は
、
復
原
の
口

径
一
四
・
五
四
高
さ
二
七
・
五
四
胴
最
大
径
二
四
四
底
径
九
・
五
ｍ
の
均

整
の
と
れ
た
広
口
の
壺
形
土
器
で
、
胎
土
に
石
粒
と
若
干
の
砂
を
含
み
、
焼
き
締

ま
る
。
口
縁
は
折
返
し
縁
帯
を
つ
く
る
。
外
面
と
口
縁
部
の
内
側
は
研
磨
さ
れ
て

い
る
。
肩
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
、
ヘ
ラ
状
器
具
に
よ
る
斜
縦
方
向
の
整
形
痕
と
、

内
面
に
九
’
一
○
単
位
の
櫛
歯
状
器
具
に
よ
る
横
走
の
整
形
痕
が
み
ら
れ
る
。
２

は
、
口
径
一
八
皿
高
さ
二
○
・
五
四
胴
最
大
径
二
二
・
五
四
底
径
九
ｍ
の

安
定
感
の
あ
る
広
口
壺
形
土
器
で
、
木
葉
底
で
あ
る
。
胎
士
に
白
色
石
粒
と
砂
を

含
み
、
焼
成
は
や
や
不
良
で
、
表
面
に
ひ
び
割
れ
が
み
ら
れ
る
。
口
縁
は
外
方
に

立
ち
上
が
っ
て
、
平
縁
帯
と
な
っ
て
い
る
。
外
面
に
一
五
単
位
以
上
の
斜
行
の
刷

毛
目
と
、
内
面
に
一
○
単
位
前
後
の
荒
い
横
走
り
の
刷
毛
目
整
形
痕
が
み
ら
れ
る
。

第
２
図
１
は
、
復
原
の
口
径
一
八
・
五
ｍ
の
広
口
の
甕
形
土
器
の
口
縁
部
破
片
で
、

胎
土
に
粗
砂
粒
を
含
み
焼
き
締
ま
る
。
口
頸
部
内
外
面
に
、
目
の
ゞ
｝
ま
か
な
横
走

り
の
整
形
痕
が
あ
り
、
肩
部
に
斜
め
の
刷
毛
目
の
整
形
痕
が
あ
る
。
２
．
３
は
、

甕
形
土
器
の
口
縁
部
で
、
胎
士
に
砂
目
が
入
る
。
２
は
外
面
に
縦
の
刷
毛
目
が
あ

り
、
内
側
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
３
は
内
外
面
と
も
刷
毛
目
が
み
ら
れ
る
。
４
は
、

壺
形
土
器
の
折
返
し
口
縁
帯
の
破
片
で
あ
る
。
５
は
、
復
原
の
口
径
一
二
・
七
ｍ

の
壺
形
土
器
口
縁
部
の
破
片
で
、
折
返
し
口
縁
帯
を
つ
く
る
。
胎
土
に
細
砂
を
含

69

い
つ
‐
し
菱
ご
嘩
畦
公
ら

一
色
原
遺
跡

み
、
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
第
１
図
１
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
６
は
、
復
原
の
口
径

二
・
四
ｍ
の
壺
形
土
器
口
縁
部
破
片
で
、
直
に
立
ち
上
が
っ
て
外
反
す
る
。
胎

土
に
黒
色
の
石
粒
を
含
み
、
砂
目
が
多
く
ザ
ラ
つ
く
。
外
面
は
縦
方
向
に
、
内
面

は
横
方
向
の
荒
い
刷
毛
目
が
あ
る
。
７
１
９
は
、
刷
毛
状
器
具
の
整
形
痕
か
ら
み

る
と
、
６
の
個
体
の
破
片
ら
し
く
み
え
る
が
、
胎
土
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

叩
・
皿
は
、
台
付
甕
形
土
器
の
基
部
破
片
で
あ
ろ
う
。
蝿
は
、
小
形
丸
底
土
器
の

底
部
破
片
と
思
わ
れ
る
。
胎
士
に
白
色
石
粒
を
含
み
砂
目
が
多
い
が
、
よ
く
焼
き

締
ま
り
、
内
外
面
と
も
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
皿
・
ｕ
ｌ
蛆
は
、
底
部
破
片
で
あ
る

が
、
壺
か
甕
か
判
断
が
つ
け
難
い
。
遺
物
の
特
徴
か
ら
四
’
五
世
紀
代
の
土
師
器

で
あ
る
蚤
フ
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
の
南
に
続
い
て
土
師
器
の
発
見
さ
れ
た
下
条
遺
跡
が
あ

り
、
葛
山
地
区
開
拓
の
時
点
を
示
す
遺
跡
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
両
遺
跡
と
も
台
状

地
形
上
に
位
置
し
、
生
産
の
対
象
が
な
ん
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
縄

文
時
代
遺
跡
と
重
複
す
る
が
、
土
器
の
出
土
地
点
が
違
っ
て
い
る
と
す
る
。

現
状
芝
畑
、
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
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第四章古墳時代
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第四章古墳時代
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ノ

一色原遺跡出土土師器

（
用
語
解
説
）

刷
毛
目
弥
生
土
器
や
土
師
器
の
土
器
面
の
説
明
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
剛
毛
状

の
刷
毛
や
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
ア
ス
ナ
ロ
、
上
。
ハ
な
ど
の
、
柾
目
の
細
か
い
も
の
を

へ
う
状
の
薄
板
に
し
、
先
端
を
刷
毛
状
に
し
た
器
具
で
、
土
器
面
を
調
整
や
整
形

し
た
と
き
に
で
き
た
跡
を
い
う
。
刷
毛
目
は
四
単
位
の
も
の
か
ら
十
単
位
以
上
の

幅
広
い
も
の
ま
で
あ
り
、
条
痕
の
よ
う
な
荒
い
も
の
か
ら
、
目
の
細
か
い
徴
細
線

の
も
の
ま
で
あ
る
。
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第四章古墳時代

70

お
お
の
は
ら

大
野
原
遺
跡所

在
地
裾
野
市
須
山
白
野

位置図

位
置
と
立
地
須
山
津
土
井
か
ら
、
富
士
山
東
南
麓
を
横
断
す
る
主
要
地
方
道

富
士
・
御
殿
場
線
の
須
山
白
野
大
橋
の
東
南
側
、
海
抜
五
三
七
ｍ
付
近
に
位
置
す

プ
（
》
Ｏ

発
見
と
調
査
須
山
在
住
の
富
士
山
資
料
館
長
渡
辺
徳
逸
が
、
こ
の
付
近
か
ら

素
焼
無
文
の
坏
を
採
集
し
て
い
る
。
土
師
器
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
富
士
山
麓
の
高
所
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
富
士
山
麓
の

高
所
の
遺
跡
と
し
て
、
富
士
市
千
束
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
土
師
器
破
片
と
共
に

て
つ
さ
い
か
な

鉄
津
（
金
く
そ
）
が
出
土
し
て
い
る
。

現
状
山
林
と
草
地
で
あ
る
。
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